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【報
告
】

本
年

一
月
十
五
日

（祝
）、
平
成
三
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
を
東
京

書
籍
ビ
ル

（新
大
阪
）
に
て
催
し
た
。
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
研
究
発
表

広
瀬
旭
荘
の
造
語
法
　
　
　
　
　
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
福
島
理
子

『葛
の
松
原
』
出
版
を
め
ぐ
る
芭
蕉
と
支
考
の
関
係

甲
南
大
学
教
授
　
八
亀
師
勝

○
講
演

多
少
と
大
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
助
教
授
　
蜂
矢
真
郷

新
古
今
雑
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
名
誉
教
授
　
田
中
　
裕

○
総
会

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
平
成
四
年
度
予
算
案
承
認

な
お
、
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
・
コ
ン
ソ
ル
ト
に
て
行
い
、
い
ず

れ
も
盛
会
で
あ
っ
た
。
次
回
以
降
も
多
数
の
会
員
の
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
。



回
投
稿
規
定
回

一　
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
員
は
、
本
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
原
稿
の
内
容
は
、
国
語
学

。
国
文
学

。
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
三
十
枚
前
後
と
す
る
。

一　
原
稿
の
送
り
先

〒
五
六
〇
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―

一

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
気
付

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編
輯
委
員
会
宛

一　
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に

一
任
さ
れ
た
い
。

一　
投
稿
原
稿
は
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
。
採
用
に
な
ら
な
か
っ
た
原
稿
の

返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
ほ
し
い

（返
送
料
添
付
の

こ
と
）。

一　
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部

・
抜
刷
三
十
部
を
贈
呈
す
る
。



編
集
後
記

試
験
の
季
節
が
過
ぎ
て
学
内
が
ひ
っ
そ
り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
、
や
が
て
別
れ
が
あ
り
、
ま
た
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

『
語
文
」
第
五
十
八
輯
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
輯
に
は
三
編
の
論
文
を

掲
載
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
若
い
人
た
ち
の
論
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
重

ね
ら
れ
た
研
讃
の
成
果
で
す
。

ま
た
書
評
二
編
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
会
員
の
方
の
著
書
が
刊
行

さ
れ
た
時
に
は
、
本
誌
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
多
く
の

場
合
、
学
内
の
関
係
者
に
よ
る

「
紹
介
」
と
い
う
程
度
で
し
た
。
そ
こ
で
こ
の

点
で
も
会
誌
の
充
実
を
は
か
り
た
い
と
考
え
、
広
く
全
国
的
な
視
野
の
も
と
に

適
任
者
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
お
二
人
に
は
私
ど
も
の
意
を
お
汲
み

と
り
下
さ
り
、
御
覧
の
よ
う
な
玉
稿
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
執
筆
の

お
二
人
に
は
編
集
部
か
ら
も
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
積
極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
■
ま
す
。
力
作
を
お
寄
せ
頂
き
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
本
会
を
い
っ
そ
う
盛
鮭
た
て
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（後
藤
昭
雄
）
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